
「地域で支える自然を活かした観光を考える」
～　自然体験活動を通じた地域活性化シンポジウムin上川　～

自然のフィールドに深く身をおき、自然の面白さを肌
で感じる「自然体験活動」は、北海道の雄大な自然を
活かした魅力ある観光スタイルとして注目されていま
す。こうした自然体験活動を自然環境に配慮しながら
地域の活性化に結びつけていくために、地域一体での
取り組みが求められています。
当シンポジウムでは富良野や層雲峡など上川地域をモ
デルとして、自然を活かした地域活性化のあり方につ
いて参加者の方々と一緒に考えます。

下記にご記入の上、このままＦＡＸにてお申し込みください。

ご参加者氏名 ご職業ご年齢

ＦＡＸ：０１２０－６０－７５０１（若しくは０３－５２０８－４７０６）　シンポジウム事務局　行き

日　時　２月７日（金）　
　　　　午後　1３時～１６時３０分
場　所　旭川市大雪クリスタルホール
　　　　国際会議場　レセプション室
主　催　国土交通省
参加費　無料

●  プログラム  ●

13:00　　　　　開会　　　
13:10～13:50　第一部
　基調報告　　「自然体験活動・貴重な自然資源の活用等を通じた地域活性化方策調査」報告
　特別講演　　「地域で支える自然と共存共栄する観光地づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～スイス・ツェルマットの取り組み」
14:00～1６:00　第二部　　
　パネルディスカッション①「自然資源を活かした観光と地域活性化に向けて」
　パネルディスカッション②「安全で自然資源に配慮した自然体験活動導入のあり方を考える」

16:00～16:30　シンポジウム総括　　　　　　　　　　　　　　　　　

 （特別講演）
山田　桂一郎 　氏

スイス・ツェルマットに在住。ツェル
マット、ヴァレー州観光局員として
日本・アジア向けのプロモーション
を担当。スキー教師、トレッキング
ガイド。環境省環境カウンセラー。

 小磯　修二　 氏

●  講師紹介  ●

釧路公立大学地域経済研究セン
ター長。専門は地域開発政策。
都市、交通、観光等地域政策に
関する研究プロジェクトをコーディ
ネート。

 小倉　博昭 　氏

富良野・美瑛を拠点に自然体
験活動、ネイチャーガイド等に
従事。アルパイン計画、美瑛・
白銀ネイチャークラブ代表。

 有山　忠男 　氏

㈱ライヴ環境計画代表取締役
社長。都市と農業・緑の研究、
自然を活かした観光地づくりに
取り組む。

 斉藤　友子　 氏

JTBサン＆サン国内商品企画部
調査役。「森の巨人たち」ツアーを
はじめ、自然体験や環境学習を
テーマとしたツアーを多数企画。

 佐藤　文彦 　氏

（社）層雲峡観光協会専務理事。
各種ガイド・指導員の資格を持ち
「山と高原地図」を執筆するなど、
幅広く活躍。

　シンポジウム事務局
 (財）日本交通公社　中野・堀木・畠山・大隅
 ＴＥＬ：０３－５２０８－４７１７　　
E-mail:nakano@jtb.or.jp

●会場地図●

● 問い合わせ先 ●


